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Abstract

A、va Odoriis a type of Bon Dance that has been performed since the latter half of the Edo period in

Tokushirna city, on the island of Shikoku lt has transformed since the implementation of the tourism

policy in the 1929,to become a sigllincant specialty 
′
「
his paper focuses on the process of transformation

from a lree― style dance to unil‐ orm collective dance style whereby the maiority of Awa Odori groups

include various scenes that are performed by making formations To exanline this transformation, the

present stlldy investigated documentation and videos,observed participants,and conducted intervie、 vs lt

was found that the t、vo styles of dance movements: male dance and female dance, emerged, and

uniforlllity 、vas implemented in each style. In this paper, an example formation was evaluated、 vhich

garnered much attentiOn for in― door performance in the 1980s ln an interview, the female dancer 、vho

created the formation said that,as she、 vas higllly aware of the perfection levels involved in stage sho、 vs,

she、vas inspired by、 vatching the formations of llllarching bands on television These gave her the original

idea to divide the process of creating an objective formation into several phasesi counting dancers'steps

for tirning,tuning the direction and distance of rnovement,and constructing a rnid― phase formation

Key Words:ノ vヽ″a Odori,formation,tourism policy

1.研究の背景と目的

「阿波踊り」は江戸時代から伝わる徳島市の盆踊りであり、現在は年間約130万人の県外客を誇る観光名物

である
注1)。
和楽器の生演奏により賑やかなお囃子音楽が演奏され、踊り手は2拍子のリズムに合わせ、練り

歩きながら踊る。徳島市の「阿波踊りJは 8月 12日～15日 に市内6カ所の屋外の演舞場で、「連」と呼ばれる

多数の集団がタイムスケジュールに従って踊る。この他に屋内舞台において、8月 12日 から15日 まで選抜さ

れた連による「選抜阿波踊り」が行われる (「阿波おどり 徳島市公式ウエブサイト」)。
「阿波踊り」は戦後に隆盛する過程で、踊りの動作が大きく変容している。元来は「自由奔放」であると

されるが、現在は「男踊り」および「女踊り」の2つの様式が確立している (写真 1お よび写真2参照)。 こ

れら2つの様式の共通点は、同偵1の手足を同時に出しては引くナンバと呼ばれる所作である。相違点は足運

びであり、「男踊り」ではタト輪、「女踊りJでは内輪である。「男踊り」は足袋のままで、「女踊り」では下駄

の爪先立ちを保持して踊る。徳島新聞や雑誌等における「阿波踊り」関連記事では、「男踊り」に「自由奔

放」、「力強い」、「個人芸」という形容句が、「女踊り」には「一糸乱れぬ」、「優美な」等の形容句がつくこ

とが多い。近年は男装の女性による「男踊りJも 人気となっている (写真3参照)。 また2種の様式が各パー
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写真1「男踊り」(2015722)写真1「男踊り」(2015722)   写真2「女踊り」(2015.7.23) 写真3 女性の「男踊り」(2015.7.21)

写真1-3は 「阿波おどり会館」にて筆者撮影

卜として、パートごとに踊る、あるいは複数のパートを組み合わせ、いろいろなフォーメーションを組んで

踊る集団舞踊となっている
潔)。 さらに「女踊り」では遊脚や両上肢を挙げる高さを連内で揃えるなど、統

一性が大きくなっている。

しかし、「阿波踊り」の原形とされる「津田の盆 (ぼに)踊 り」注0では上下肢共に集団内で揃えることは

ない。女性の踊り手の足運びも内輪とは限らず、足運びに明確な男女差は見出されない (小林 2014a:7)。

このことから筆者は「阿波踊り」の変容に関心を持ち、様式化、統一化、フォーメーションの導入という側

面から研究することを着想した。

「阿波踊り」の変容は、1929年から本格化した観光政策が契機となっている。様式化された「男踊り」お

よび「女踊り」による統一的な踊りと、現在と同様のフォーメーションによる演出が、最初に映像資料で明

確に認められるのは1989年である。そこで本研究では、1929年から1989年までの「阿波踊り」を対象にその

芸態を分析し、自由な乱舞から「統一的集団舞踊」への変容の経緯を明らかにすることを目的とする。

2.先行研究および研究方法

「阿波踊り」の変容に関する先行研究の内容を挙げると、1920年代から現在までの踊りの場の変遷に関す

る報告 (坂東ほか 2007)、 昭和初期の観光政策に関する報告 (関回 2007)、 1950年代から1980年代の「女踊

り」の動作の変遷の概略を示したもの (川内 2006)が ある。また現代における統一的集団舞踊としての

「阿波踊り」に関しては、1990年代の演舞場におけるフォーメーションに関する詳細な研究報告 (中村1990,

1991)等がある。本研究は先行研究では取り上げられていない視点として、踊り手の性差による踊りの動作

の差異化、同一連内の「女踊り」および「男踊り」の踊りの動作の統一化、フォーメーションの導入の各々

が、何時ごろどのように行われたかを分析し、「阿波踊り」が決まった型のない自由な乱舞から、様式化し

統一的集団舞踊となる変容の経緯を明らかにする。研究方法は文献調査 (映像を含む)、 公演および練習の

観察、インタビュー (表1)である注O。

本論では、踊りの動作において「様式化」、「統一化」、「フォーメーションの導入」がどのように行われて

いるかに着目し資料を分析する。『美学辞典』によれば、「様式」とは「あるグループに固有のもの、あるい

は類型的と見られるもの」 (佐々木 1995:128)であり、「人間の創造的活動の結果としてのある特徴と理解

され、客観的な分析の対象ともなること」 (同頁より要′点を筆者抜粋)と記されている。本論では、「阿波踊

り」において、踊り手の身体の動きに一定の特徴が認められる2種の踊り「男踊り」および「女踊りJを

「様式」とし、このようなカテゴリーが形成される過程を「様式化」とする
注つ。「統一化」とは、身体動作

において身体の可動範囲、可動軌跡、および動作のタイミングを一定内に制限し、揃えることとする。
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表1 公演および練習の観察 。インタビュー

I「徳島市阿波踊り」観察 (紺屋町,南内町演舞場ほか・徳島市)
1 2013813-15 屋外演舞場および広場等の踊りの動作の特徴と統一性、フォーメーションの構成等に着目

した。2016812,15

Ⅱ 有名連注Dの公演観察および連長へのインタビュー (徳島市・阿波おどり会館注0)
ただし、「6阿呆連」は練習観察および連長へのインタビュー (徳島市)

3 2015721 「娯茶平」 「男踊り」の統一性について

4 2015722 「のんき連J 「男踊り」および「女踊り」の統一性について

2016111 「うずき連」「女踊りJと フォーメーションの導入について

6 2016112 「阿呆連J 「女踊り」の動作の変容について

Ⅲ 「阿波おどリグループ虹」の練習の観察と主宰者 (四宮賀代氏)へのインタビュー
7 2015725 四宮氏による「女踊 り」の改革とフォーメーションの導入について

Ⅳ 「阿波踊りJ歴の長い元有名連所属者へのインタビュー
8 2015911 武知洋一氏 (「阿波踊り」歴約50年・元「新のんき連J所属)

(「阿波踊りJの個人芸としての側面について)

9 2016112 園藤正徳氏 (「阿波踊りJ歴約60年・元「ほんま連」所属 )
(1970～ 80年代の「阿波踊りJの特徴について)

「フォーメーションを組む」とは、複数の踊り手が一定の空間内で、ある隊形を構成することとする。特に、

踊り手全員が一斉にある隊形から、他の隊形に塊の集団として移動するのではなく、各踊り手の移動範囲・

移動方向・移動開始のタイミングを異なるものに予め設定することにより、次々に複雑な隊形を整然と構成

していくことを、「本格的フォーメーション」とする。本論における「統一的集団舞踊」とは、これら「様

式化」、「統一化」、「フォーメーションを組む」の内容が統合された集団舞踊とする。

3.「阿波踊り」の変容 (1929～ 1986)

3… 1.自 由な乱舞の時代

本項では観光政策がとられる以前の「阿波踊り」について文献より考察する。大正期から昭和初期までの

「阿波踊り」では当時の写真 (徳島新聞社 1980:41-120)や 新聞資料 (三原 1976:62-128)に よると、様々

な血縁や地縁集団が徳島市内の通りを練り歩きながら踊つていた。写真で認められる共通点は、両手を挙げ

て振っているような所作である
注0。
戦前に発行の『日本民謡辞典』の「徳島盆踊」の項には、「急調子の三

味線で、踊の振も一定せず自由奔放に踊る」 (小寺 1935:183/下線は筆者による)と記されており、「阿波

踊り」が自由な乱舞とされていた。作家の中野好夫 (明治後期から大正期に徳島市在住)は 自伝において当

時の「阿波踊り」を、「全市が突如として狂乱熱欄のルツボに一変するのだ」 (中野1985:74,76)と 述べて

いる。これらのことから、当時の「阿波踊り」は様式化や統一化という側面は希薄であり、フォーメーショ

ンも組まれなかったと考えられる。

3-2昭和初期の観光政策 (1929-1936)に よる変容

大正期にも芸妓による単発的な「阿波踊り」の県外公演は行われた (関 2007127)が、本格的な観光政

策は、1929(昭和4)年に始まった。前年の昭和天皇御大典の祝賀踊りの盛り上がりを受け、商工会議所は

「阿波踊り」を観光資源として売り出そうと大々的に宣伝に乗り出し、1931(昭和6)年 には審査所が設け

られ、賞品として米が団体および個人に贈られた (坂東ほか 2007:32)。 さらに1936(昭和11)年 8月 29日
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付徳島毎日新聞には、審査基準として、「1服装は古典的のもので整備をしたもの 2三絃鳴り物の充実し
たもの 3踊 り方の統一したもの 4踊 と鳴物と服装がピッタリ調和したもの 5踊 りの団体は十名以上と

して大衆的なものであること」が記されている (徳島毎日新聞 1936829)。 この翌年には日中戦争が始ま

り、約10年間の中断期に入る。すなわち1936年 は戦前最後の盆踊りであり、「観光阿波踊り」の形が整えら

れた年でもあった。

観光政策による踊りの変容はあったのだろうか。審査基準にある「踊り方の統一したもの」の具体的内容

については示されておらずわからないが、観光客には芸妓により「大小の足」という足運びが県外客に指導

されていた (檜 1980:255)。 これは、右足を前に大きく出し、次に左足を右足に小さく寄せ、今度は左足

からも同様の足運びをする動作である。やや外輪であり、踊り手の性差により異なる足運びが示されている

わけではなく、元来は男女差がなかったとされる傍証の一つとなろう。「大小の足Jは標準的ともいえるが、

昭和初期の芸妓の踊りの写真 (阿波踊リシンポジウム企画委員会 2007:72)で も足運びは一定ではなく、

必ずしもこれに統一されていたわけではないと考えられる。

このように昭和初期の観光政策では踊りの動作が細かく定められたわけではなく、踊りの動作自体には大

きな変容はなかったと考えられる。しかし、通りを自由に練り歩きながらの踊りから、「審査場で見せる」

ことが中′亡ヽとなった。現在の「阿波踊り」は、観客を満足させるための踊りという狽1面が強くなっている。

昭和初期の観光政策は、このような「阿波踊り」の変容において、布石を打つ機能があったといえるだろう。

3…3.戦後の「阿波踊り」の変容 (1946～ 1989)

本項では、観光名物としての形式が整えられた「阿波踊り」が戦後どのように変容したかを、文献および

映像から見出される言説を手掛かりに、映像における踊りの動作の分析およびインタビューにより明らかに

する。

3-3… 1.様式化 (踊 り手の性差による差異化)

「男踊り」の名手とされる四宮生重郎氏 (踊 り歴70年 )は、「『女踊り』は戦後にできた。」と明快に語って

いる (NHK学術⑥)。「女踊りが生まれたのは、戦後も、五年、十年たって、一略一から」 (朝 日新聞徳島支

局 1992:62)と される。また「女踊り」と「男踊り」の大きな差異は足運びにあることから、女性の踊り

手の足運びが現在のような「内輪で爪先立ち」になる過程に着目して、映像資料を分析した。1957年制作の

映画「集金旅行」では、女性の足運びは「爪先立ち」ではなく「平踏み」であり、膝が割れないように遊脚

を一度やや「内輪Jに接地させるが、男性の踊り手と明確な差異は見出されない (VHS映像①)。 1964年放

映のNHK番組では、このような「平踏み」と「爪先立ちで内輪」の足運びが混在している。またある女性
の踊り手 (内輪・爪先立ち)が「女踊りの名手Jと して紹介されている (NHK学術①)。 さらに1967年制作

の映画「団体列車」では、女性はみな「内輪で爪先立ち」の足運びとなっており、男性とは足運びが明確に

相違 している (VHS映像② )。 徳島新聞紙上でも1967年 から「女踊 り」 という名称が見出される

(1967815)。 これらのことから、1960年前後に女性の踊り手の足運びが男性とは相違するようになり、1960

年代後半に男性とは明確に異なるスタイルの踊りとして「女踊りJと 呼ばれるようになったと考えられる。

3-3… 2.動作の統一化

本項では、「男踊りJお よび「女踊り」において連内で動作が統一化される過程をみる。「男性は個人プ

レー、女性はチーム・プレーに徹 して踊るのが定石」 (下線は筆者による,1964815読 売新聞)と されるよ

うに、男性より女性の踊りに集団美が求められていた。「選抜阿波踊り」は1964年 に徳島市文化センターで

始まるが、この時から各連は舞台演出を考えるようになり (坂東ほか 2007:33)、「まずは女踊りは足運び
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を揃える」ようになった (阿波踊り情報誌『あわだま』
注ω
編集部 2012:23-24)(以 下本論では「あわだま

編」と略記)と される。すなわち元来なかった屋内舞台の公演が契機となり、「女踊り」の足運びが「内輪

の爪先立ち」に統一されていったと考えられる。

「男踊り」はどうであろうか。「のんき連」の連長が入連した1973年当時は、「どの連も踊り子それぞれが

イ固性的な踊りを見せて」おり、「のんき連の中にも、頬被りで踊る人もいれば提灯を手に踊る人もいた」 (南

2015:61)と いう。また「娯茶平」 (ご じゃへい)の「男踊り」は、足はややすり足で出しては引き、漁師

が網を前方に放り投げたぐり寄せるような「網打ち」と呼ばれる所作が特徴的である (表 1・ 3)。 しかし、

かつては背を高く伸ばして踊る、腰を低くかがめて地面すれすれに踊る、横飛びに跳ねるように踊るなど

各々個性があり、統一されたのは1975年頃である (あわだま編 2012:21-24)。 1970年放映のNHK番組で

も、同一連の男性4人の足運びがみな異なっている (NHK学術 ② )。 現在では同一連内の「男踊り」の足

運びのスタイルも連内で統一されている。これらのことから、上下肢動作だけでなく、小道具も様々であっ

たが、1970年代中頃から連により時期は異なるであろうが、次第に連内で統一化されるようになったと考え

られる。

3… 3…3.フォーメーションの導入

フォーメーションを組んで踊ることは、かなり早期に見出される。雑誌『観光』 (1953年 2月 発行)に掲

載された「阿波踊見聞録」には、演舞場における「指揮者の合図で、老若男女が一体となって、縦列、横

列、円陣などの隊形を作る」場面が記されている (鈴木 1953:49)。「阿波踊り」のお囃子隊には「指揮者」

はいないが、特別に踊りの指揮を執る者が配置されていたのであろう。1953年は、まだ男女における踊りの

動作に明確な差異はない。また「指揮者Jが配置されていることからもわかるように、掛け声の合図なしで

整然と移動する現在のような「本格的フォーメーション」 (3頁 ,4行)と は相違する。しかし、踊りの様式

化や統一化が行われる以前に、すでにフォーメーションを組むことが行われていたことが着目される。観客

に見せる舞台では、それだけ演出が必要とされたと考えられる。

徳島新聞の「選抜阿波踊り」に関する記事においてもフォーメーションが見出されるが、記されているの

は円型 (1976.8.12)、 一列 (1976.8.12)程 度であり、詳細はわかりにくい。演舞場を撮影した写真では、「女

踊り」において対面 (1974.816,写真4)や縦の一列 (1981.8.12)の フォーメーションが見出せる。様式とし

て確立した「女踊り」において、踊りの動作もある程度そろっている。しかし対面する踊り手の遊脚の高さ

および屈曲の角度は揃っておらず、2007年の「女踊り」の写真 (写真5)と 比較すると、統一性は低い。

鰺
踊り手の遊脚の上腿と下月退のシルエット

(筆者作成 )

写真4「対面踊り」
(徳島新聞 1974.816)

写真5「統一的な女踊り」
(徳島グラフ編集室 2007:42)

次に映像資料 (1984年～1989年 )

の映像では、「阿呆連」の女性の踊

90度ずつ四方向に替えていく場面、

における「選抜阿波踊り」で見出せるフォーメーションを記す。1984年

り手が縦一列になり、ぴったりと足をそろえた状態で、その場で向きを

順次に列を解いて縦4列に分れる場面、向きを90度ずつ四方向に替えな
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がら横一列に並び直す場面が見出される。向きを替える際に特に掛け声の合図はない (NHK学術③)。 1985

年の映像では、「まんじ連Jの女性の踊り手が舞台上手と下手から二人ずつ登場し近づいていき、横一列に

なり、そこから二人ずつ時間差をとりながら90度ずつ四方向に回転しながら踊る場面がある (NHK学術

④)。 1989年の映像では、「阿呆連」の女性の踊り手が、初めはランダムな位置で踊り、次第に両横方向と後

ろから集まり縦3列 となり、その場で90度ずつ四方向に向きを替えながら踊り、さらに3列から列をくずし

て舞台全体に均等な距離間隔をとってばらばらになるという、整然とした「本格的フォーメーション」で踊

る場面がある。「女踊り」のみならず、女の「男踊り」や「ちびっこJ(小学生以下の踊り)においても、「女

踊り」よりは簡素であるがフォーメーションを組み、整然と替えていく場面が見出される (NHK学術⑤)。

これらの結果から、単に列や円形を組むことは1950年代から行われたが、パートごとに統一的動作によ

り、掛け声の合図がない状態で整然と隊形を次々と替えていくことは、1980年代の「女踊り」において始ま

り、他のパートにも波及したと考えられる。

3… 3¨4.「女踊り」における動作の変革と「本格的フォーメーション」の導入

1980年代に行われるようになった「本格的フォーメーションJは、四宮賀代氏 (当時「阿呆連」所属)に

よる「女踊り」の改革と、「女踊りJの屋内舞台用の演出として取り入れられた「カクカクシカジカ」と呼

ばれるフォーメーションの影響が大きいと考えられる。本項ではメデイアに取り上げられた四宮氏の活動を

概観し、四宮氏へのインタビューから明らかとなった「カクカクシカジカ」の詳細について記す。四宮氏は

幼少期から「阿波踊り」を踊り、1980年代には「阿呆連」の「女踊り」のリーダーとして活動していた。ま

た「どこを切ってもきれいな型の連続として踊れば、写真に撮っても絵になるJ(表 1・ 7)と いうように、

写真家として「見せる踊り」への高い意識があった。

四宮氏は1984年放送のNHK番組で「阿呆連」の「女踊り」の代表的踊り手として紹介され、同氏自身が

従来と異なる踊りのコツとして、「肘は肩より上に挙げ上に伸びるようにし、指は上に向け、目線はまっす

ぐにするJを示す場面がある (NHK学術④)。 ここに示された動作は現在の「女踊りJの標準となってお

り、当時の四宮氏による「女踊り」の改革により確立したと考えられる
注Ю)。
当時の「阿呆連」の「男踊り」

のリーダーによっても、この動作の改革により「女踊り」の位置づけが重要となり、二大組織からも高く評

価されたことが言及されている (四国放送 1994814放映)。 四宮氏が変革したのは上肢動作だけではな

く、下肢の動作においても遊脚を高くすばやく蹴り上げることでキレのある動作とした。さらに観客席から

見て、身体が常に斜めの方向において見えるようにした (表 1・ 7)。

当時の四官氏による「女踊り」の変革を扱った新聞記事 (朝 日新聞 1991118)では、「カクカクシカジ

カ」についても言及されている。これは「掛け声を合図に全員が一斉に移動するのではなく、全体の動きを

いくつかに分解し、各自が動く位置を歩数で決めておく」 (同記事より要点を筆者抜粋)と いう構成であっ

た。このような「本格的フォーメーション」の導入が四宮氏によるものが最初であると断定はできないが、

本論では現在の統一的集団舞踊としての「阿波踊り」の確立に大きな影響を与えた一例として挙げる
注lD。

「カクカクシカジカ」というフォーメーションの導入はどのように行われたのだろうか。四宮氏が「阿波

踊り」にフォーメーションを導入した際に参考としたのは、テレビで視聴したマーチングバンドである。そ

れまでは、踊り手がフォーメーションを構成する時はリーダーの掛け声により全員が一斉に動き出してい

た。この場合あるフォーメーションから次のフォーメーションに移るまでが雑然とした動きになる。「マー

チングバンドでは、なぜ合図もなく次々といろいろなフォーメーションを整然と構成できるのか ?こ れは、

予め音楽の小節の数で決められているにちがいない。『阿波踊り』でこのようにフォーメーションを変えて

いくには、予め歩数を決めてやればいいのではないか。Jこ う考えた四宮氏は、図1に示すようなフォーメー

ションを考案し、「阿呆連」の屋内舞台の公演に取り入れた (表 1・ 7)。 この演出は当時他の連からも大変注
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目された (朝 日新聞徳島支局 1992:154)。

四宮氏は「阿呆連」を退いた後に「まんじ連」に請われ、「阿波おどリグループ虹」の主宰と並行して一

時「まんじ連」の「女踊り」の指導に入つていた (徳島グラフ編集室 2009:71)。 現在大半の連が取り入れ

ている「女踊りJの動作と「本格的フォーメーション」を直接取り入れた連が、1980年代当時にどの程度

あったかについての詳細はわからない。しかし、例えば「うずき連」の連長 (女性)は、「うずき連に入っ

た1970年には整然としたフォーメーションを組むようなことはなかった。結婚で一時引退し1980年代に復帰

した際に、それまでなかった複雑なフォーメーションが取り入れられていた。」と語つている (表 1・ 5)よ

うに、四宮氏が「阿呆連」の「女踊り」のリーダーであった時代に他の連でも「本格的フォーメーション」

の導入があつたことが示唆される。現在はこのようなフォーメーションを組む構成の演出が、「阿波踊り」

の標準となっている
注1の
。「阿波踊り」が統一的集団舞踊として隆盛する過程においては、この「カクカクシ

カジカ」の導入が大きな影響を与えたといえるであろう。

①

観客

.舎 。 ◎ 聾 眩 ◎ 舎 舎

①左右から踊り手が進み、中心にきたら先頭の踊り手から、

左右交互に1人ずつ向きを観客に向くよう変えて進む。

③

1歩

3歩  
…

2‐
 3歩

5歩  
…

1:=笙 =隷
患‐‐ 5歩

7歩
 ‐
==.3●

諄■■
=i:====r姜

==■
1 
歩

③最後尾の踊り手から左右交互に進む。2人ずつ2歩ず
つずらしてスタートし、後ろの踊り手程歩数が多い分

距離が長くなる。

④
観客

藝

④心の中のカウントにより陣形が整ったことを確認し、

全員がぱっと前を向く。

図l ①②③④ フォーメーション「カクカクシカジカ」(四宮賀代氏考案・7人の場合・筆者作成)

3-3¨5.統一性の拡大と個性の衰退

「本格的フォーメーション」が標準となった「阿波踊り」には、さらに統一化の傾向が顕著に見出される。

例えば、1980年 の徳島新聞には女性の踊り手達の写真のキャプションに、「統一された踊りの中で、握った

手、指を立てた手…手だけが自己主張をしている (徳島新聞 1980814)」 と記されており、手先の所作には

自由性があった。現在は手先の開き方も連内で統一されている場合が多い。「阿波踊りJは元来自由奔放な

ものであるとされる (表 1・ 8)が、「女踊り」よりも自由性が残されている「男踊り」も現在は、「本来はそ

ろえるものではないと思うが、演出上合わせる必要もあり今はそろえる場合が多い」 (表 1・ 4)と される。

このように、個性の発揮という側面は大きく後退している。

四宮氏による「女踊り」の変革と「本格的フォーメーション」の導入は、同氏自身が「阿波踊り」に求め

観客② ②最後尾の踊り手が中心に来

たら、右足 1カ ウントロで最

後尾の踊 り手が「ヤットサ
ーJと声をかける。この掛け
声の次の右足から全員が,かの

中でカウントを数え始める。

鍾舜 先頭の踊り手 (四宮氏)

C卜 踊り手

● : 最後尾の踊り手

だ|=進
行方向級の向き)

言
蓋
墨
墨
墨
翼

◎

舎

響

０

０

◇

●
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る美意識から生まれたものである。これが一時的な流行ではなく標準的となったのは、屋内舞台での公演が

観光客に対して重要な位置を占めるようになった1980年代当時、ステージダンスとしての「阿波踊り」に潜

在的に求められていたからであろう
注19。

4.結論

観光政策がとられる以前の「阿波踊り」では、市民が自由に集団を形成し、通りを練り歩きながら踊つて

いた。昭和初期の観光政策では審査場が設けられ、後にはこれが演舞場となり、予め決められた場で観客が

鑑賞する中で踊る祭りとなった。これが契機となり、「見られる踊り」という側面が踊り手にも意識される

ようになった。その中で、「男踊り」および「女踊り」の2種の様式が確立し、動作の統一化が行われ、各連

は演出として円陣や縦横の一列や対面などのフォーメーションを組むようになった。現在のように整然と移

動しながら次々とフォーメーションを組むようになったのは、1980年代に四宮氏により行われた「女踊り」

の動作の変革と「本格的フォーメーション」の導入の影響が大きいと考えられる。

「本格的フォーメーション」の導入のヒントとなったマーチングバンドは、日本では戦後アメリカの軍楽

隊に影響を受け発達した
注14。
本研究における「阿波踊り」の統一的集団舞踊への変容は、日本の民俗芸能

における海外の文化の影響の事夕1と みることもできる。

「様式化」、「統一化」、「フォーメーションの導入」は、いずれも踊り手が観客の視線や被写体としての自

分を認識していたことが影響している。またこれらは順序だてて行われたのではなく、相互に影響しあいな

がら現在のような統一的集団舞踊となったことが見出された。

現在の「阿波踊り」は個性の発揮としての側面は希薄となった。個性の発揮は「阿波踊り」の本質的で重

要な要素、すなわち真髄であるとして、その後退を惜しむ声は、特に1970年代に連で活動した人から聞かれ

る (表 1・ 8・ 9)。「阿波踊り」が1980～ 90年代に統一的集団舞踊として確立してさらに30年近い現在は、お

囃子音楽は踊りの動作やタイミングに従って演奏され、各パートの踊り手達がフォーメーションを組むこと

で、短時間で様々な場面転換を行うことが標準的となっている。「男踊り」では動作の一部が自由な場面が

あるが、それも演出として取り入れられている。自由奔放な乱舞としての「阿波踊り」を身体感覚でわかっ

ている人は少なくなった。「阿波踊り」が今後どのような方向にいくのかに着目していきたい。

圧

注 1)「 阿波踊り」は徳島市では「盆踊り」、外部からは「阿波の盆踊り」や「徳島の盆踊り」と呼ばれていた。また

「馬鹿踊り」および「阿呆踊り」とも呼ばれていた。「阿波踊り」という名称は、大正末期から昭和初期にかけての

観光政策で、検番のご意見番とされていた林鼓浪による (金沢 1970:39)。 本論では時代による名称の区別をせず、

すべて「阿波踊り」で統一する。「阿波踊り」は盆踊りと呼ばれていたが、少なくとも大正期には特定の神社や氏

子等により組織的に行われていたわけではなく、宗教性は希薄である。

注 2)「男踊りJお よび「女踊り」は数人～数十人で構成され群で踊るが、ソロやペアによる演出もある。連員の構成

としては「男踊りJお よび「女踊り」の他に、「女ハッピ踊り」、「ちびっこ踊り」、「鳴り物」というパートがある

(あわだま編 2015i32-97)。 「鳴り物」はお囃子楽器の演奏者であり、本論では扱わない。「女ハッピ踊り」は女性

による「男踊り」の内、ハッピを着て「男踊り」を踊る場合をいう。「ちびっこ踊りJは小学生以下の子供が踊り

手であり、男子は「男踊りJを、女子は「男踊り」または「女踊り」を踊る。

注 3)「津田の盆 (ぼに)踊 り」は、徳島市東部沿岸に位置する津田地区に伝承される盆踊りである。「ぼにJは徳島県
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の方言で「盆Jの ことである (橋本 1930:54)。 津田地区はかつて漁師町として栄え市中とは交通の便 も不便で

あったことから、市中の盆踊 りに観光政策がとられた時もその影響を受けなかった (小林 2014b:18)。 戦後20年

程で一時衰退したが1986年 に保存会が結成され、2002年 に「阿波踊りの原形性が評価されJ(201599徳島県教育委

員会へのインタビュー)、 徳島県指定無形民俗文化財となった。

注 4)イ ンタビューは半構造化インタビューの方法による。表 1に おけるインタビュー内容は、本論と特に関連のある

内容のみを記した。本論に公演の観察およびインタビューの内容を記す場合は、末尾の括弧内に「表1・ 表1の番

号」の順で記載する。また本論は「NHKア ーカイブ学術利用 トライアル」プロジェクトによるNHK番組の視聴か

らの研究成果を含み、本文にこの成果を記す場合は、括弧内に「NHK学術 。本論文末のリス ト番号」を記す。四

国放送による番組の映像および映画の VHS映像の分析と考察の場合も、括弧内に文末に示したリス ト番号を記す。

本文全般において年号の記載は西暦とし、必要に応じて和暦を併記する。なお戦前の映像資料は見出すことが難し

く動作の詳細については論証が難しいが、文献資料の記述と写真を総合して分析 し、大まかな特徴について考察す

る。この総合的な分析手法については、舞踊人類学者 Kaepplerの 方法論を踏まえた。Kaeppler A L(1935-)は 、ハ

ワイの Hula Pahuの歴史研究における資料として、言語による記録、絵画 (イ ラス トを含む)記録、現在の伝承者

の3つ を挙げ、これらの資料の不完全性を示した上で、これらの全ての資料から共通の要素を抽出することで Hula

Pahuに関する歴史の再構築の可能性があるとしている (Kaeppler,19931)。

注 5)「阿波踊 りJに おける三大組織である「阿波踊 り振興協会」あるいは「徳島県阿波踊 り協会Jに所属する33連

(2015年 )を、有名連という。なお、連の名称は通常末尾に「連」がつくが、「娯茶平」は例外的につかない。

注 6)「阿波おどり会館」は阿波踊り関連の常設の展示および実演を行う徳島市営施設であり、年間を通して毎日昼夜2

回の「阿波踊り」の公演が行われる。

注 7)民俗芸能の研究において、分析対象である芸能の「様式」に関する研究には以下のような例がある :①中村茂子 ,

1987,「獅子踊歌の歌詞構成様式―秋田県・埼玉県を中心に」/②青盛透 ,1986,「民俗芸能における囃子物の様式―

サンヤレ・ケンケト・踊子・笹囃子」/③松前健 ,1986,「宮廷神楽の様式とその展開」。

注 8)明治時代の風俗を記した雑誌には、「踊人は双手を挙げ一種奇妙なる舞踏をなし」と記されている (加藤 1894:
14-15)。 両手を挙げる踊りと認識されていたようである。

注 9)『あわだま』は、「徳島市阿波おどりJに関する2004年創刊のフリーペーパー情報誌。演舞場の地図や「選抜阿波

おどり大会」の出演表、全国の阿波踊り大会のスケジユールをまとめた「阿波おどリカレンダー」等が掲載されて

いる。編集者の南和秀氏は徳島市出身で出版社勤務後ルポライターとなり、自身の関心から「阿波踊り」に関する

情報発信をしている (猿楽社 HP)。

注10)四宮氏が活躍する以前に、1950年から60年代に「女踊りJの名手とされた内藤敏子氏も、「女踊り」の様式の確

立に大きな影響を与えた (表 1・ 6)と される。また1970年に「うずき連」でも「女踊りJの動作の改革が行われた

(う ずき連 1998:61)。 このように現在の「女踊り」の確立には、いくつかの連における試みが影響していると言え

る。いつ頃、誰によってどのような「女踊り」の改革が行われ、現在の「女踊りJの様式につながっているかの先

行研究はなく、筆者も未着手である。

注11)四宮氏は1990年から2000年代前半にかけ、テレビ番組、新聞、雑誌等のメデイアにさかんに取り上げられてい

る。これらの番組および記事では、四宮氏が主宰する「阿波おどリグループ虹」の活動と共に、同氏が「阿呆連J

所属時の1980年代に行った「女踊 り」の変革と「本格的フォーメーシヨンJの導入に言及されている :例①
1991118、 朝日新聞徳島版、「阿波おどりの世界J、 ②1993531、 朝日新聞徳島版、「人物アタック 四官賀代さん一
阿波踊りの名手」、③2001、 『徳島グラフ』、「AWAODORI Group NIJI 虹」、徳島出版株式会社、41-46、 ④20055,

雑誌『relax』 (春夏ファッション特別号)、 「四宮賀代 阿波おどり」、マガジンハウス社、148-149。 四宮氏が「女
踊り」の指導をする内容のビデオ「阿波踊り みんな楽しく踊らにゃソンソン |」 (2006、 コロムビアミュージッ
クエンターテインメント)が発行されていることも、同氏の影響力を示すものである。

注12)ただし幼稚園や病院など親睦目的で結成されている連は、「本格的フォーメーション」を組んで踊ることはない

と考えられる。観光客のために当日のみ構成される「にわか連」でもフォーメーシヨンを構成することはなぃ。ま

た、屋内舞台では綿密なフォーメーションを取り入れている連も「おどり広場Jではシンプルな輪踊りを披露する

ことが多い (表 1・ 1,2)。 現在では、基本的な踊りの習熟よりもフォーメーションを組む練習が優先されがちな面

があるとして、一部のベテランの踊り手からは、「三角四角の踊りばかり」 (三角四角はフォーメーシヨンの象徴 :

筆者注)と いう表現で批判されている (表 1・ 8,9)。
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注13)「お客さんに『見に来てよかった』と感動してもらえる踊りを見せないと駄目。」(「阿波おどり振興協会」理事長)

「(リ ピータの観客のために)毎年、違ったステージをお見せしなければならない:」 (括弧内は筆者による)(「徳島
県阿波おどり協会」副会長)(あわだま編 2012:46,199、 役職は2012年当時)と 、「阿波踊り」の二大組織の長が
語っているように、現在の「阿波踊り」には「見せるパフォーマンス」としての演出が常に求められる。

注14)戦後7年 目の1952年、京都市洛南中学校にマーチングバンドとバ トンチームが誕生し、聴くだけの音楽から見て
も楽しい音楽への展開があった。これは同中学校の体育館が駐留米軍のダンスホールになったためにフルバンドが

編成され、生徒にも演奏させていたことが縁で、大津市に駐留していた米軍軍楽隊と共演する機会を得たこと、バ

トン操法も伝授されたことによる (都賀 2013:157-158)。
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